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「リカバリー」に特化した商品開発で
睡眠や入浴の新たな価値を創る
株式会社TWO
リテール営業部 部長 兼 マーケティング部 部長　鈴木 匡嘉 氏

西川株式会社 
研究開発室 東京担当　日本睡眠科学研究所 東日本分室 課長　志村 洋二 氏
営業企画統括部 営業戦略グループ 営業戦略担当 兼 ディスプレイ担当 課長　須藤 健二朗 氏

Walt Technology Group CEO
ケン・ウォン氏

快眠セラピスト／睡眠環境プランナー　三橋 美穂 氏

睡眠とコーヒーのコラボレーション
新しい飲み方スタイルで需要を喚起
ネスレ日本株式会社
飲料事業本部 ユニットマネージャー　髙岡 二郎 氏

パナソニック株式会社 アプライアンス社 コンシューマーマーケティング ジャパン本部
くらしサービスビジネスユニット 睡眠改善インストラクター　菊地 真由美 氏

眠りを「価値あるコト」にするため
個々人の睡眠に寄り添う研究を進める

株式会社ビジネスライフ
事業統括部 部長　高橋 孝介 氏

出版業から生まれた疲労回復専用ジム
フィットネス事業の新しいカタチを提案

パラマウントベッド株式会社
コンシューマーチーム 担当課長　小澤 卓矢 氏

「ベッドが動けば、眠りは変わる」
睡眠に関わる常識を超える新提案

ライフサイエンスの視点で、
睡眠を産官学で共同研究

足回りから人を健康に
工場の自動化も推進

株式会社ポケモン／ボーズ／
ハウスウェルネスフーズ株式会社

広がる“睡眠”ビジネス
Sleep industry is expanding
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睡眠不足は企業リスク
高まる睡眠への関心 
--------------------------------------

睡眠不足がまるで借金のように積み重

なっていく「睡眠負債」。蓄積されて「債務

超過」の状態に陥ると脳の働きが低下し、

うつ病やがん、認知症など病気のリスク

を高める恐れがあるとされている。近年、

「睡眠負債」という言葉がメディアなどを

にぎわせたことで、一般生活者にも睡眠

の大切さへの認識が高まっており、さら

に、「働き方改革」の広がりにより「健康経

営」に取り組む企業も増えるなか、睡眠に

よる従業員の生産性向上に関心を持つ企

業も登場している。消費市場では、良質な

睡眠をサポートする新商品やサービスも

続々と登場し、IoTやAIなどのテクノロ

ジーを活用した「スリープテック」が注目

されるなど睡眠関連市場は急速に拡大し

つつある。

30年以上にもわたり睡眠を研究してき

たパナソニック株式会社は今年４月、東

京・原宿のオープンイノベーション施設

「＆Panasonic（アンドパナソニック）」の

一角に「理想の寝室」をオープン。同社の

家電とパートナー企業のアセットを掛け

合わせることで、個人に最適化した睡眠

の提供を目指している。

睡眠改善インストラクターとしても活

躍するアプライアンス社コンシューマー

マーケティング ジャパン本部くらしサー

ビスビジネスユニットの菊地真由美氏

は、「かつては睡眠時間を削って働くこと

を美徳とする風潮もあったが、『働き方改

革』や『人生100年時代の到来』などで健康

への意識が変わってきたことが、睡眠へ

の関心を高めた」と分析。「睡眠自体を価

値のある『コト』に高めていきたい。その

ためにも、個々人にフィットした睡眠、眠

りのパーソナライズ化が鍵を握る」と、さ

らなるサービス拡充に取り組む方針だ。

健康志向から生まれた
リカバリー市場
--------------------------------------

人生100年といわれる昨今、心身の健

康を核に豊かな人生を目指すウェルネス

という生活行動が関心を集めている。そ

の一環として生活に運動やスポーツを取

り入れる人が増え、運動後の休息・休養を

ターゲットにしたリカバリー市場も成長

株として注目度が高い。疲労回復はアス

リートや運動愛好家だけでなく、ビジネ

スパーソンにとっても大きな課題だ。

「リカバリー」に特化した製品を展開

する株式会社TWOは、心と身体の回復

にとって必要不可欠な睡眠と入浴に着目

し、独自の技術と科学的な理論に基づい

た睡眠のトータルソリューションブラン

ド「スリープデイズ（Sleepdays）」と中性

重炭酸入浴剤「バース（BARTH）」を展開

している。特殊繊維を使用した「スリープ

デイズ」のリカバリーウエアは、体の深部

体温をコントロールして心地よい眠りへ

と導くという。鈴木匡嘉リテール営業部

部長兼マーケティング部部長は、「睡眠の

統合的ソリューションを目指す上で、ま

ずはリカバリーウェアや入浴剤を市場へ

投入した。コアターゲットは、30代の働く

女性」という。TWOでは、今後も「リカバ

リー」を切り口としたサービスの提供な

どで、新たな価値を提案していく考えだ。

「パワーナップ」の
体験型施設も登場
--------------------------------------

「睡眠負債」の返済には、20分前後の短

時間の仮眠、いわゆる昼寝が有効で、その

後の作業効率を高めることが知られてい

る。仮眠の効果を最大化する睡眠法とし

て「パワーアップ」と「ナップ（昼寝）」を掛

けた「パワーナップ（Power nap）」という

造語も登場している。

疲労回復専用ジムとして話題の「ゼロ

ジム（ZERO GYM）」を手掛けるのは、ビ

ジネス書出版社を母体とする株式会社

ビジネスライフだ。高橋孝介事業統括部

部長は、「ビジネスパーソンに向けたコ

ンディショニング関連の書籍を発行する

中で、コンディショニングの知識の習得

や実践に投資する人が増えていることを

実感した」という。特に、ストレス低減法

で知られる「マインドフルネス」への関心

が高まっていることに注目し、脳と体の

疲労回復の実践の場として、2017年6月

に東京・千駄ヶ谷に「ゼロジム」1号店を

オープンした。

今年2月にオープンした新宿店では、

「パワーナップ」プログラムを提供。「眠

りの瞑想」への誘導で 20分間の集中仮

眠をすることで、効率的な疲労回復とパ

フォーマンス向上を目指している。

ネスレ日本株式会社の「ネスカフェ 睡

眠カフェ（以下、睡眠カフェ）」は、コーヒー

の飲み分けを通じて新たな睡眠スタイル

を提案する体験型カフェで、このほど東

京・大井町に常設店がオープンした。「睡

眠カフェ」では、カフェインを含むコー

ヒーとカフェインレスコーヒーを睡眠前

後に飲み分けることで、スムーズな入眠と

快適な寝起きをサポートし、良質な仮眠・

睡眠体験を提供する。「睡眠カフェ」の立ち

上げに携わった飲料事業本部の髙岡二郎

ユニットマネージャーは、「海外では広く

愛飲されているカフェインレスコーヒー

だが、日本ではほとんど飲まれていない。

コーヒーの新たな楽しみ方の訴求方法と

して体験型カフェを発案した」という。同

社では、「今後も、他の企業や自治体などと

コラボレーションしながら睡眠負債に悩

む日本人の問題解決の一助となる提案を

行っていく」考えだ。

睡眠の質への挑戦
眠ることの価値を再構築
--------------------------------------

睡眠と密接に関わる寝具業界でも、新

たな商品やサービスが続々と登場してい

る。医療・介護用ベッドで国内外に高い

シェアを持つパラマウントベッド株式会

社は、今年3月、一般家庭用ベッド市場に

本格参入した。入眠から起床まで、睡眠の

状態に合わせてベッドの角度が自動的に

変わり、自在に硬さを調節できるマット

レスを搭載可能な「アクティブスリープ

ベッド（Active Sleep BED）」は、医療・介

護で培ったノウハウを結集し、一般家庭

に快適な眠りの時間を提供する新ブラン

ドだ。「発売後、多くの反響をいただいて

おり、30～ 40代といった多忙でありなが

らも健康意識の高い世代からも問い合わ

せが多い。働く世代の睡眠への関心が高

まっていることを実感している」と、コン

シューマーチームの小澤卓矢担当課長は

語る。同社では今後、寝室環境を提供する

企業とのコラボレーションによって、睡眠

環境をトータルにプロデュースしていく

ことも検討している。

「睡眠負債」の返済のために、各社から

多彩なソリューションが提供されている。

睡眠ビジネスは、日本人のウェルネス向

上への貢献とともに、今後の成長ビジネ

スとしての可能性を秘めているのは間違

いなさそうだ。

異業種参入相次ぐ睡眠市場

国内の潜在市場が数兆円ともいわれる睡眠ビジネス。近年、「働き方改革」や「健康経営」の観点から、従業員の睡眠に関心を持つ企業も増
えており、さらに、ビッグデータや IoTなどの ITを活用した「スリープテック（Sleep Tech）」の進化により、寝具業界だけでなく、医療、ス
ポーツ、美容など、周辺業界への波及効果も期待されている。本号では睡眠を切り口とする各業界の新たな取り組みなどを取材する。
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1. パナソニックのアプリ「おやすみナビ」は、
起床時には就寝時のデータを元に「おやす
みスコア」を知らせてくれる　2.ネスレ日本
の「ネスカフェ 睡眠カフェ」。「睡眠コース」
では、コーヒーの飲み分けによる快適な睡
眠を体験　3.ビジネスライフの「ゼロジム」
は、独自メソッドにより身体と脳の疲労を回
復　4. パラマウントベッドの「アクティブ ス
リープ ベッド」は、睡眠の状態を感知して
角度が自動的に変わる　5. 血流と睡眠を
中心にアプローチすることで「リカバリー」を
促すTWO の「 スリープデイズ」
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TWO

「リカバリー」に特化した商品開発で
睡眠や入浴の新たな価値を創る

睡眠の新しい価値の創造をめざし2014年に設立された株式会社TWOは、「リカバリー」をテーマに、フィジカルやメンタル、習慣や
文化といったあらゆる角度からヘルスケアに関するビジネスを展開している。同社が展開する「スリープデイズ（Sleepdays）」および

「バース（BARTH）」の立ち上げの経緯と今後の展望などを取材した。

株式会社TWO
リテール営業部 部長 兼 マーケティング部 部長　鈴木 匡嘉 氏

睡眠の総合ソリューション
ブランドを目指す
---------------------------------------

株式会社TWOの事業を立ち上げるに

あたり、「ヘルスケア」の重要な要素として

着目したのが「睡眠」でした。日本人の睡

眠は質や時間において問題が多いといわ

れていますが、当時は寝具やサプリメン

トなどの「点」としての解決策がほとんど

でした。そこで、睡眠を総合的に捉えたソ

リューションを提供したいと考え、最初に

立ち上げたのが「スリープデイズ」でした。

「スリープデイズ」が提案するソリュー

ションの一つがリカバリーウェアです。

「スリープデイズ」のリカバリーウェアに

は、「A.A.TH（アース）繊維」というナノレ

ベルの貴金属を配合した特殊繊維を使用

しています。「A.A.TH繊維」は体が発する

熱に反応し、毛細血管を拡張して血行を

促すことで温め効果を発揮し、体の深部

体温をコントロールして心地よい眠りへ

と導きます。温め効果が肩や腰、足など気

になる部位ごとに作用するよう、Tシャツ

やレギンス、レッグフィットやマルチウェ

ア、アイピローなどのアイテムをそろえ

ています。

商品開発で特にこだわったのは肌触り

でした。睡眠は心理的な影響も大きいた

め、機能だけではなく、毎日使いたいと思

える着心地も重視しました。たとえば、上

半身を温めて快眠へ導くTシャツでは、

「A.A.TH繊維」に綿糸を巻きつけたオリジ

ナルの糸を開発し、天然繊維ならではの

肌触りを実現しました。素材以外にも、首

元が美しく見えるボートネックや、肩の

動きが楽なラグラン袖など、ルーズすぎ

ないシルエットや体へのストレスが少な

いデザインにもこだわっています。

独自技術で実現した入浴剤
---------------------------------------

次に着目したのが、湯船に浸かって一

日の疲れをとるという日本人の入浴習慣

でした。ドイツでは「中性重炭酸泉」が血

行を促し、健康維持や疲労回復などに効

果があるとして、医療にも利用されてき

ました。この効果を家庭でも手軽に取り

入れられるようにと開発したのが中性重

炭酸入浴剤「バース」です。

炭酸泉の有効成分は、炭酸ガスがお湯

に溶け込んでできる重炭酸イオン。独自

の技術により、炭酸ガスを発生させる重

曹とクエン酸の化学反応を制御して、お

湯を中性に保ったまま、重炭酸イオンを

豊富に溶け込ませることを可能にしまし

た。また、中性重炭酸

は美肌にも効果が期

待できることから、洗

顔パウダーやフェイ

スマスクなどにも展

開しています。「バー

ス」は、30代前後の美

容感度の高い働く世

代をターゲットに、

SNSに投稿したくな

るようなデザインと

質感のあるパッケー

ジで販売したところ

話題となり、一時はサ

イトや店頭の商品に売り切れが続出する 

ほどになりました。

リカバリー商品の定番化が目標
---------------------------------------

「スリープデイズ」も「バース」も、その

効果については専門家が認め、科学的な

エビデンスのある商品です。ファッション

アイテムのように半期ごとに商品展開を

変えるのではなく、まずは、リカバリー商

品としての「定番化」を目指していくこと

が大切だと考えています。そのうえで、「リ

カバリー」を切り口に、お客様の日々の過

ごし方を提案する体験やサービスなどへ

と事業領域を拡げていきたいと考えてい

ます。2020年にはその思いを実現すべく、

新たな事業をローンチする予定です。

3.2.

1.

Nestlé Japan

睡眠とコーヒーのコラボレーション
新しい飲み方スタイルで需要を喚起

ネスレ日本株式会社は今年3月、東京・大井町に「ネスカフェ 睡眠カフェ（以下、睡眠カフェ）」を常設オープンした。「コーヒーと睡眠」
という意外な組み合わせで、良質な仮眠・睡眠を体験できるカフェとして人気を集めている。シーンごとにコーヒーを飲み分けて飲用機
会を増やし、同時に日本人の睡眠不足問題にも取り組んでいる同社の担当者に、「睡眠カフェ」の狙いなどについて伺った。

1,2.「ネスカフェ ゴールドブレン
ド コク深め ボトルコーヒー 無糖」

（左）と「同 カフェインレス 無糖」
（右）。「睡眠カフェ」では、「ナッ
プコース」前に（左）が、「睡眠コー
ス」では睡眠前に（右）、起床後
に（ 左 ）がそれぞれ提供される 
３．味と香りはそのままにカフェイ
ンを97%カットした「ネスカフェ 
ゴールドブレンド カフェインレス」

3度の期間限定カフェで手応え
---------------------------------------

海外では、カフェインを気にする方の

間でカフェインレスコーヒーが飲まれて

おり、昼間は通常のコーヒー、就寝前はカ

フェインレスコーヒーとシーンごとに飲

み分ける方も多くいらっしゃいます。他

方、日本でのカフェインレスコーヒーの

消費量はコーヒー全体の1％ほど。ネスレ

日本でもカフェインを97％カットしたカ

フェインレスコーヒーを販売しています

が、カフェインレスコーヒーのさらなる

需要を促すために考えたのが「夜の睡眠」

との組み合わせでした。

カフェインレスコーヒーであれば、寝る

前にコーヒーの香りでくつろぐことがで

き、眠りの質を保つことが期待されます。

そこで、実際に「夜の睡眠」とコーヒーの相

性の良さを体験できる場として、2017 年

から、期間限定の「睡眠カフェ」を原宿と

銀座で計３回展開しました。開店前から

お客様が並び、「睡眠とコーヒーの組み合

わせにギャップがあって面白い」といった

声がSNSで拡散されるなど、たくさんの

好意的な反応をいただいたことが、今回

の常設店舗オープンへとつながりました。

コーヒーの飲み分け文化を創りたい
---------------------------------------

「睡眠カフェ」では、カフェインを含む

コーヒーとカフェインレスコーヒーの

「飲み分け」を提案しています。社会的に

大きな問題となっている睡眠不足や睡眠

負債に注目し、コーヒーを飲み分けるラ

イフスタイルを提案することによって日

本人の睡眠不足の問題を解決しようとい

う狙いです。

カフェインは摂取してから30 分程度

で吸収され、その後、その働きが現れ始め

ることから、カフェインを含むコーヒーを

「20分程度の昼寝」前に飲むことで、目覚

めたときに体がシャキッとしてその後の

パフォーマンスに役立ちます。私たちは

これを「コーヒーナップ」と呼んでいます。

一方、通常の睡眠時には、カフェイン

レスコーヒーでリラックスタイムを楽し

み自然な入眠を促し、起床後にはカフェ

インを含むコーヒーを味わっていただき

快適な寝起きをサポートします。「睡眠カ

フェ」では、この飲み分け体験ができるよ

う、30 分の仮眠ができる「ナップコース」

と、1～ 3時間の睡眠ができる「睡眠コー

ス」の2つのコースを設けています。コー

ヒーの飲み分けだけでなく、ベッドや

マットレス、BGM、照明などにもこだわ

り、質の高い仮眠・睡眠体験をサポート

する環境を整えています。

まちづくりとの連携で常設店舗が誕生
---------------------------------------

「睡眠カフェ」のある大井町は、品川と

羽田に挟まれ、人の滞留が少ないことが

問題となっていました。NPO法人「まちづ

くり大井」が、地域により多くの人を呼び

こむために健康と都市型観光をテーマに

したまちづくりを推進する中で、ウェルネ

ススポットの候補として「睡眠カフェ」に

興味を持っていただいたことがきっかけ

で、常設店舗のオープンが実現しました。

ネスレ日本では、マーケティングは顧

客の問題に対して解決策を提示すること

と捉えています。「睡眠カフェ」を通じて

コーヒーを飲む機会を拡大しながら、睡

眠不足という現代人が抱える問題や、大

井町でのまちづくりにおける問題などを

解決する一助になれたらと考えていま

す。これからも異業種とのコラボレーショ

ンなどを通じて、さまざまな問題の解決

に貢献していきたいと考えています。

2. 3.1.

ネスレ日本株式会社
飲料事業本部 ユニットマネージャー　髙岡 二郎 氏

1. 独自技術で炭酸泉を再現した「バース」。入浴後は、副交感神経が優位になりぐっすり睡眠
できる　2.すべて国内縫製の「スリープデイズ」は、「A.A.TH 繊維」を使用した生地を熟練の
職人が縫製し、優れた品質と機能性を実現　3.「リカバリーレッグフィット」は、疲れがちなふくら
はぎを集中的にリカバリー。非着圧のため、長時間着用しても心地よい
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「ベッドが動けば、眠りは変わる」
睡眠に関わる常識を超える新提案

医療・介護用ベッドの最大手パラマウントベッド株式会社は、1962年に国産第1号の電動ベッドを開発して以来、国内外で高いシェ
アを誇っている。医療現場で培ってきた技術と最新の睡眠研究をもとに今年3月、新ブランド「アクティブ スリープ（Active Sleep）」で
一般家庭用ベッド市場へ本格的に参入した。その商品開発の背景や今後の展望などを伺った。

１．「眠りの自動運転」機能を搭載した「アクティブ スリープ ベッド」　２．「アクティブ スリープ マットレス」は、独自のウレタンと合計23本のエアセルにより、高級マットレスにも匹敵する寝心地を提供 
３．「アクティブ スリープ アナライザー」。見守り専用アプリと連携すれば、離れて暮らす家族の眠りを見守ることができる

医療・介護から一般家庭用市場へ
---------------------------------------

パラマウントベッドは1947年の創業以

来、医療・介護用ベッドの開発・販売をし

てきました。弊社のベッドは現在、国内の

医療・介護ベッド市場で高いシェアを誇

り、国外では世界100カ国以上で販売実績

があります。医療・介護用電動ベッドはリ

クライニング（背あげ）機能やフットレス

ト（膝あげ）機能など、スムーズに起き上

がる、腰を楽にする、むくんだ足が楽にな

るなど、ご使用者の動作や体を楽にする

機能を備えています。そうした電動ベッ

ドの機能を一般家庭でも活用してほしい

と、2003年に「インタイム（INTIME）」ブラ

ンドを立ち上げました。

今年3月に発表した「アクティブ スリー

プ」は「最適な睡眠を取ることで、前向き

でアクティブな人生を送る」ことに取り

組んだ新ブランドです。お取引先である

医療施設の方から「睡眠に悩みを抱える

人が多い」というご相談を受けることも

多く、また、入院中に弊社の電動ベッドを

利用された患者さんが退院後もご自宅で

電動ベッドを使いたいという声をいただ

くこともあったことから、医療向けで培っ

てきたノウハウをもとに、世代を問わず

睡眠という時間をより快適に過ごすベッ

ドとして開発しました。

入眠角度と眠りの自動運転
---------------------------------------

「アクティブ スリープ ベッド」は、「入

眠時」、「熟睡時」、「起床時」それぞれの睡

眠状態に合わせて角度が自動で変化す

る「眠りの自動運転」機能を備えていま

す。医療現場ではベッドの背をあげて姿

勢に角度をつけると、入眠時の呼吸が楽

になることが知られていますが、それを

ヒントに入眠時の姿勢の角度を自由に

設定できるようにしました。眠ったこと

をベッドが感知すると、1分間に1度ずつ

自動でゆっくりと平らな状態にし、快眠

に必要な寝返りをうちやすくします。そ

して設定した起床時刻が近づくと、ベッ

ドの角度が10度まで自動で動き、目覚め

を促します。

眠りを分析する独自の技術
---------------------------------------

「アクティブ スリープ」には、体の動き

に寄り添う背あげ技術や、使いやすくわ

かりやすいデザイン、睡眠研究など、長年

培ってきた技術や知見が生かされていま

す。その一つが「アクティブ スリープ ア

ナライザー」というセンサーで、心拍、呼

吸、体動などの微弱な振動を検知し、睡眠

の状態を分析します。これは医療機器の

技術を応用したもので、ベッドに横にな

るだけでマットレス下のセンサーが睡眠

をモニタリングします。

「アクティブ スリープ マットレス」の

エアセル構造も、寝たきりによる褥瘡（＝

床ずれ）を防ぐために開発されたもので

す。内部のエアセルを細かく仕切って空

気を送り込み、頭や肩、腰や足など6つの

部位ごとに10段階で硬さの調節が可能で

す。これらの設定や操作はすべてスマー

トフォンの専用アプリで行えます。

「アクティブ スリープ」は、30代～ 40

代の方からの問い合わせも多く、多忙な

世代の睡眠への関心がうかがえます。今

後は、寝室環境をトータルで向上させて、

より質の高い睡眠を提供できる新たな機

能を開発することで、快眠をしっかりと

サポートしていきたいと考えています。

2. 3.1.

パラマウントベッド株式会社
コンシューマーチーム 担当課長　小澤 卓矢 氏

Panasonic

眠りを 「価値あるコト」 にするため
個々人の睡眠に寄り添う研究を進める

30年以上も前から光と眠りについて研究し、快眠のために家電を通してできることを探究してきたパナソニック株式会社。「睡眠 
家電」や「おやすみナビ」アプリの開発に加えて今年4月には「理想の寝室」をオープンし、他社との協業でより快適な眠りを追求する 
取り組みも始まった。個々人の睡眠事情に寄り添ったサービスを追求する同社の担当者にお話を伺った。　

1.LEDシーリングライトと
連携した「目覚めのあかり」
機能は、設定時刻が近づ
くと徐々に明るくなり、気
持ちよい目覚めをサポー
ト　2.「 お やすみ ナビ 」
対応エアコンは、おやす
み中の体動と連動し自動
で快適な室温にコントロー
ルする　3. 質 の 高い睡
眠の提供をテーマに、パー
トナー企業と共同開発を
進めている「理想の寝室」

パナソニック株式会社　アプライアンス社　コンシューマーマーケティング ジャパン本部
くらしサービスビジネスユニット　睡眠改善インストラクター　菊地 真由美 氏

心地よい目覚めをサポート
---------------------------------------

パナソニックの「おやすみナビ」アプリ

は、スマートフォン（スマホ）で照明やエ

アコンなどの「睡眠家電」を一括制御し、

睡眠環境をサポートするサービスです。

寝る前にアプリで起床時間を設定する

と、照明やエアコンが睡眠や起床に適し

た明るさや室温に自動的に調整し、気持

ちよく目覚められるようサポートします。

また、このアプリでは、寝返りの大きさ

をスマホのセンサーが検知し、入眠から

覚醒までを「おやすみスコア」として算出

することもできます。寝返りの振動具合

は、ベッドの硬さなど寝具の条件によっ

ても異なります。「睡眠家電」の中でも特

にエアコンは、おやすみ中の体動と連動

して温度を変更するため、精度にはこだ

わり、1年をかけてアプリを開発しまし

た。より厳密に睡眠状態を把握するには

脳波などのデータが必要ですが、アプリ

で簡単に日々の変化がわかれば、日中の

行動がどのように眠りに影響するのかを

知ることができ、快眠への手掛かりにな

るはずです。

睡眠環境をパーソナライズ化
---------------------------------------

睡眠は体と脳を休息させながら、疲労

回復や免疫力の向上、記憶の整理、スト

レスの除去、知識の定着など、大変重要

な役割を果たしています。「睡眠負債」が

たまることにより、日中のパフォーマン

スが低下すること、さらに昨今は、肥満や

認知症にも睡眠の質が深く関わることが

わかってきました。質の高い睡眠は、日

中のパフォーマンスを向上させるだけで

なく、予防医療としての可能性も広がっ

ています。

また、個人によって睡眠事情や必要な

睡眠環境は異なるため、製品開発やサー

ビスの提供には、どれだけ眠りをパーソ

ナライズできるかが鍵を握っています。

そのため弊社では、「Fujisawaサスティナ

ブル･スマートタウン」（神奈川県藤沢市）

の住民の方に快眠サポーターをお願い

し、睡眠状況などのデータを提供してい

ただき、それらのデータを基に、眠りと必

要な環境を分析し、アルゴリズムを開発

するところまでこぎつけました。

そして、個々の快適な睡眠を追求する

実験の場として、他社との共創を促す「＆

Panasonic（アンドパナソニック）」にオー

プンしたのが「理想の寝室」です。まずは、

寝具メーカーの西川株式会社にご協力い

ただいていますが、オープン後もさまざ

まな分野の企業から多彩な提案をいただ

いています。

睡眠の価値を高めるために
---------------------------------------

睡眠を可視化するアプリは各社から

提供されていますが、今後はそこで得た

データを個々の睡眠環境にどのように生

かしていくのかが、より大切になるはず

です。IoTやAIを活用したスリープテック

（Sleep Tech）も、一人ひとりの睡眠に寄り

添うまでになることが大切です。眠りを

「価値あるコト」として捉え、その質を高め

ることで暮らしをアップデートしていた

だけるよう、睡眠の研究をより深めてサー

ビスに活かしていきたいと考えています。

2. 3.1.
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ライフサイエンスの視点で、
睡眠を産官学で共同研究

理想的な睡眠を科学で解明
---------------------------------------

かつて布団は木綿わたが主流でした

が、その後、合繊わたを使った洋ふとん

が売り出され、1980年代には羽毛ふとん

ブームが起こりました。寝具メーカーで

ある弊社の使命は、快適な睡眠を提供す

ることです。そこで、将来的には眠りに関

する科学的な知見をもとに商品開発をし

ていくべきと考え、1984年に「日本睡眠

科学研究所」を設立しました。

最初に着手したのは「寝床内環境※」の

研究でした。快適な睡眠を得るために大

切な要素のひとつで、寝床内における理

想的な「温度」と「湿度」を解明するために

実験を重ね、「温度33±1℃」「湿度50±

5%RH」という数値を導き出しました。こ

の数値は、現在も快適な寝具を開発する

ための指標のひとつとして採用されてい

ます。また、睡眠時に身体に掛かる負担

を減らすための「寝姿勢保持」や「体圧分

散」に着目した研究成果は、凹凸構造に

より点で身体を支えるウレタン敷きふと

んの開発に生かされています。

睡眠改善に企業や自治体も高い関心
---------------------------------------

2016年に「睡眠負債」という言葉がマ

スコミに登場し、さらに、「働き方改革」

により企業が従業員の健康を意識するよ

うになったことや、米国の有力シンクタ

ンクが「日本人の睡眠不足による経済損

失は約15兆円」という試算を発表したこ

とが話題となり、睡眠ビジネスへの関心

は急速に高まっています。西川では、企

業や自治体、教育関係者向けの出張セミ

ナーなども行っていますが、2018年はセ

ミナー開催依頼が前年比で3倍近くまで

増え、例えば、睡眠不足になりがちな IT

企業の方に、「なぜ睡眠が必要なのか」や

「睡眠と心の病気との関係」など、基本的

なことからお話しさせていただく機会も

あります。福岡市と取り組んだ睡眠改善

のための「#PowerNap（パワーナップ）」プ

ロジェクトでは、福岡市内の企業や市民

に「サボりではなくチャージ」としての昼

寝の導入を呼びかけました。また、福岡

市内の「#PowerNap」賛同企業には、オリ

ジナルのフード付きブランケットを支給

すると発表したところ応募が殺到し、反

響の大きさに驚かされました。

テクノロジーの進化が広げる
睡眠ビジネス
---------------------------------------

近年、「スリープテック（Sleep Tech）」

にも注目が集まっています。テクノロ

ジーの進化により、歩数から活動量、さ

らには呼吸数や心拍数、体動なども計測

できるようになりました。将来的には寝

具にセンサーを組み込んで、マットレス

や敷きふとんに寝るだけで日々の睡眠の

状態を自動的に記録するようなこともで

きるようになります。　

国内の睡眠市場は、今後も異業種参入

が増えてさらに広がると考えています。

弊社も現在はB to Cのビジネスモデルが

主ですが、これまで蓄積した研究データ

をもとに、異業種企業との互いの強みを

生かした協業にも取り組んでいく予定で

す。国内の寝具市場は、「より良い睡眠」

への関心が高まったことで平均単価が上

昇傾向にあります。「日本睡眠科学研究

所」では、現在、IoT技術を取り入れた寝

具の研究開発も行っており、将来的には

AI技術の導入も視野に入れながら、健康

的で豊かな暮らしの創造に貢献していき

たいと考えています。

1566年創業の西川株式会社は、眠りについて科学的に研究する「日本睡眠科学研究所」を寝具業界に先駆けて設立し、産官学共同
でライフサイエンスの視点から睡眠についての研究を行ってきた。長年にわたる研究をもとに企業や自治体などへのセミナーも行っ
ている同社に、睡眠ビジネスの今後の可能性などについて伺った。

1. 西川は今年2月に、パナソニック株式会社の光と音の協調制御技術を導入した社内仮眠スペース「ちょっと寝ルーム」を開設。快適
な仮眠環境で「健康経営」を推進し、生産性向上に努める　2.眠気の一日のリズム。14～15時ごろに眠くなるのは自然なことという

※寝床内環境：布団の中の温度や湿度

2.1.

西川株式会社
研究開発室 東京担当　日本睡眠科学研究所 東日本分室 課長　志村 洋二 氏 （右）

営業企画統括部 営業戦略グループ 営業戦略担当 兼 ディスプレイ担当 課長　須藤 健二朗 氏 （左）

Business Life

出版業から生まれた疲労回復専用ジム
フィットネス事業の新しいカタチを提案

2017年6月、ビジネスパーソンのための疲労回復専用ジム「ゼロジム（ZERO GYM）」1号店が渋谷区にオープンした。独自のプログ
ラムが話題を呼び、今年2月には新宿区に2号店をオープンするなど、順調に会員数を伸ばしている。同ジムを運営する株式会社ビジネ
スライフに「ゼロジム」設立の背景やそのプログラムなどについて伺った。

１．「ゼロジム」１号店。ミニマルラグジュアリーな空間で「最高の脱力」を促す　２．新宿店限定の20分間の集中仮眠「パワーナップ」は、
ビジネスパーソンなどに人気　３．メインプログラム「疲労回復プログラム」では、ストレッチ→自重トレーニング→瞑想・マインドフルネ
ス→脱力という、独自のメソッドで脳と体の疲労と取り除いていく

株式会社ビジネスライフ
事業統括部 部長　高橋 孝介 氏

疲労回復という課題と解決策
---------------------------------------

弊社はクロスメディアグループに属

し、主にビジネス書の出版などを手掛け

る株式会社クロスメディア・パブリッシ

ングを母体として2017年に設立されま

した。クロスメディアグループでは毎月

5冊程度のビジネス書を出版しています

が、2015年ごろからビジネスパーソンの

健康をテーマにした書籍が増え、「マイン

ドフルネス」に関する書籍も目にするよ

うになりましたが、実際に「マインドフル

ネス」を実践する場があまりないことに

着目しました。

そこで、「マインドフルネス」を実践す

る場をつくろうというのが、「ゼロジム」

誕生の発端です。体はもちろん、脳の疲

労は集中力が保てず、生産性が落ちるな

ど、働く人のパフォーマンスに大きな影

響を与えます。ストレッチや「マインド

フルネス」などを掛け合わせた独自のメ

ソッドで疲れた脳と体をリセットし、仕

事のパフォーマンスを最大化させる。そ

の専用ジムとして「ゼロジム」1号店を千

駄ヶ谷にオープンしたところ、さまざま

なメディアに取り上げられるなど、大き

な反響をいただきました。

人気の高い集中仮眠 「パワーナップ」
---------------------------------------

「ゼロジム」のメインプログラムである

「疲労回復プログラム」は、ストレッチや

自重トレーニングによって筋肉や関節の

緊張をほぐして血行を促し、体の老廃物

や疲労物質を排出させること、瞑想によっ

て思考を止め、脳の疲労を取り除くことが

目的です。それによって得られる心地よ

さを私たちは「最高の脱力」＝「ZERO」と

称しています。さらに、「姿勢」、「集中力」、

「朝瞑想」、「パワーナップ」といった目的

別プログラムも展開しています。

今年2月にオープンした新宿店限定で

行っている20分間の集中仮眠「パワーナッ

プ」は、効率よく疲労回復を図るプログラ

ムとして人気が高く、近隣のビジネスパー

ソンの方や看護師さんなどが利用されて

います。一方の千駄ヶ谷店は経営者や自

営業の方が多く、「疲労回復」プログラム

で「肩こりや腰痛が解消できた」、「姿勢が

よくなった」などのほかに、「睡眠の質が上

がった」といった声もいただいています。

コンディショニングへの高い関心
---------------------------------------

「ゼロジム」では、ボディケアメーカーの

協力を得て、疲労回復効果の高い最新素材

を使ったシートやブランケットを「パワー

ナップ」に使用しています。このほか、異業

種とのコラボレーションも積極的に行って 

います。

「ゼロジム」を立ち上げたことで改め

て、スマートフォンの浸透などにより便

利で豊かになった社会が、働く人の疲

労を蓄積させていることを実感してい

ます。今後も、多くの働く人のコンディ

ショニングを高めるために、国内はもち

ろん、海外進出も視野に入れており、ま

ずは海外展開の1店舗目として、年内に

ブラジル・サンパウロへの出店を計画し

ています。日本発のフィットネスとして

「ゼロジム」を今後、世界中に広げていき

たいと考えています。

2.1.

3.
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日本人は先進国の中で睡眠時間が最も短く、不眠に悩まされている人は5人に1人ともいわれている。「睡眠負債」という言葉が登場して以来、睡眠問題を解決するビジネ
スがにわかに注目されてきた。睡眠のスペシャリストとして企業のコンサルタントや講演などで活躍する三橋美穂氏に、睡眠問題の背景や解決策などについて伺った。

睡眠不足が加速する社会こそ
眠りを楽しむ生き方が必要

SPECIAL INTERVIEW

みはし・みほ　有限会社 Sleepeace 代表。寝具メーカーの研究開発部長を経て2003 年
に独立。わかりやすく実践的なメソッドが支持を集め、睡眠のスペシャリストとして企業のコ
ンサルタント、講演、セミナー、執筆など多方面で活躍する。快眠グッズのプロデュースや、
ホテルの客室コーディネイトなども手がける。主な著書に『眠トレ！』（三笠書房）ほか、監修・
開発した『“日本人の頭の形 ”に最もフィットした「極」快眠まくら』（主婦と生活社）も好評。
テレビ番組への出演も多数。

三橋 美穂 氏
快眠セラピスト／睡眠環境プランナー

睡眠への関心が高まる社会背景
--------------------------------------

―― 最近、企業や自治体からの講演依頼が

増えていると聞きました。その背景にはどん

なことが考えられるでしょうか。

　厚生労働省の「平成29年国民健康・栄

養調査」によると、1日の平均睡眠時間が

6時間未満の人の割合は男性36.1％、女

性42.1％で、男女とも40歳代が最も高く、

それぞれ48.5％、52.4％と報告されてい

ます。男女ともに働き盛り世代の睡眠不

足が懸念されているのが現代です。

　以前から、睡眠不足によって日中のパ

フォーマンスが下がり、健康を損なう恐

れがあることは指摘されていましたが、

2017年以降、メディアで盛んに「睡眠負

債」という言葉が登場するようになって

以来、一般の方々にも睡眠の重要性が認

識されるようになってきました。また、昨

今の「働き方改革」は、短い勤務時間で効

率よく仕事をこなすことが求められ、企

業も睡眠をマネジメントすることが生産

性を上げるための重要なファクターであ

ると気づき始めたことが大きいでしょう。

―― 現代人の不眠や睡眠不足を招いている

要因は何なのでしょう。　

　大きな要因の一つは、やはりストレスの

増加です。また、社会が24時間化している

ことで生活が不規則になり、いわゆる体内

時計を狂わせていることもあります。

　夜、脳や内臓の温度が下降する途中で

就寝すると自然に眠りに入ることができ

ますが、たとえば、深夜までスマートフォ

ン（スマホ）を視聴していると脳の興奮が

冷めず、脳温が下がりにくくなります。

また、スマホやLED照明から発するブ

ルーライトは、体内時計を後ろにずらす

こともわかっています。スマホの普及な

ども、現在の睡眠不足に影響していると

思います。

睡眠は深さと時間の
バランスが必要
--------------------------------------

―― 現代 人に必 要な質の高い睡眠とは、 

どんな眠りなのでしょうか。

　かつて、睡眠は8 時間程度の「時間」が

必要といわれ、その後、「時間」よりも

「質」が大事ということで、たとえ短時間

でも睡眠が深ければ問題がないという

風潮がありました。しかし、それも正し

くありません。では、質の高い睡眠とは

どんな眠りなのでしょうか。寝始めは深

いノンレム睡眠が多く、睡眠後半は浅い

ノンレム睡眠とレム睡眠が増えていき

ます。それぞれの睡眠段階に役割がある

ので、バランスよくとれるのが理想。最

初が深くて徐々に浅くなる、このパター

ンが質の高い睡眠といえます。最適睡眠

時間は人によって違いますが、多くの人

は6～ 8時間の中にベストな時間があり

ます。

　そして、睡眠の質を測るバロメーター

となるのが、日中の体調です。朝起きて、

夕方まで疲れを感じることなく、気持ち

良く一日を過ごすことができれば、睡眠

の質が高かったということになります。

安眠から快眠への意識改革を
--------------------------------------

―― 近年は、「スリープテック （Sleep Tech）」

を含めた睡眠ビジネスへの期待が高まって

います。

　これまで多くの企業が睡眠ビジネスに

参入してきましたが、寝具や衣料以外の

新しい分野で事業化に成功しているとこ

ろは意外に多くはないという印象です。

その中で今注目しているのは、株式会社

ポケモンの『Pokémon Sleep』という新作

アプリで、ゲームを介して睡眠をエン

ターテインメント化するというもので

す。まだ詳細は発表されていませんが、

ゲームで眠ることの楽しさや、きちんと

眠った日の気持ちの良さが体感できるな

ら、睡眠不足を解決する一助になる可能

性があると感じています。

―― 最後に、睡眠についてのアドバイスをお

願いいたします。

　「安眠」と「快眠」という言葉があります

が、それらを私なりに定義すると、「安

眠」はマイナスをゼロにリセットする睡

眠で、疲労回復を目的に無意識に行って

いる眠りです。一方の「快眠」はマイナス

をプラスに転換する睡眠で、明日のため

に意図的に眠ること。「睡眠負債」は睡眠

時間をしっかり確保し、質を考えた眠り

に変えることで改善することが可能で

す。一日の終わりに疲れをとるための

「安眠」から、一歩進めて、明日のための

始まりとしての「快眠」へ。眠りに対する

意識を変えて、「睡眠を楽しみにして生き

てみる」。そんな意識改革で、多くの睡眠

問題は解決できるような気がします。

株式会社ポケモンは、2020年に「睡眠」をテーマにした新
作アプリ『Pokémon Sleep』の配 信を予 定している。 

コンセプトは、「朝起きるのが楽しみになるゲーム」。
任天堂株式会社が開発中の新デバイス『Pokémon GO 

Plus +』は、『Pokémon GO』と連携して遊べるほか、夜は枕元
に置くことで内蔵された加速度センサーが睡眠時間を計測
し、その結果がBluetooth通信でスマートフォンへ転送され
る。発表の席上、ポケモンの石原恒和社長は、「睡眠のエン
ターテインメント化がポケモンの次のチャレンジ」と語った。

©2019 Pokémon ©1995-2019 Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc.
ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリーク
の登録商標です

睡眠への関心が高まるにつれ、眠りの悩みを改善し質の高い睡眠をサポートする製品やサービスの開発が進んでいる。
ユニークな発想で快適な睡眠をサポートする新商品を紹介する。

株式会社ポケモン

睡眠のエンターテインメント化
『Pokémon Sleep』 2020年配信

ボーズは、睡眠の妨げとなるノイズをブロックす
るヒーリングサウンドと、快適性に優れたデザイン
を融合させた超小型の完全ワイヤレスイヤープラグ

「ノイズマスキングイヤープラグ（noise-masking 

sleepbuds）」を2018年9月から展開している。いび
きや近隣の騒音、犬の鳴き声、交通騒音など、それぞ
れの周波数に合わせてプリインストールされた10

種類のヒーリングサウンドがノイズをマスキング
し、より良い眠りを一晩中サポートする。

ボーズ

より良い眠りをサポートする
「ノイズマスキングイヤープラグ」

ハウスウェルネスフーズ株式会社は今年3月、
GABA 100mgを配合した機能性表示食品「ネルノ
ダ」シリーズを発売した。すっきり飲みやすいしょう
がオレンジ味のドリンクタイプ（100ml）と、持ち運
びに便利な個包装の粒タイプ2品の計3品を展開し
ている。GABAには、眠りの深さとスッキリした目覚
めを促し、睡眠の質を向上に役立つ機能があること
が報告されている。

ハウスウェルネスフーズ株式会社

眠りの質を向上したい人に
GABA配合の新商品 「ネルノダ」
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2019年6月11日～ 13日、伊藤忠商事（株）ファッションアパレル部門は2020年春夏向け展示会を東京本社で開き、サーキュラーエコノミーの実現をめざす「レニュー
（RENU）」をはじめ、国内外のさまざまな企業とのコラボレーションによるオリジナル素材や製品などを提案した。今号では、同展示会におけるコラボレーションを中心
に協業企業の一社であるWalt Technology Group（ウォルト社）へのインタビューを交えて紹介する。

「レニュー」初出展
提携先企業のブースも登場
--------------------------------------------------

繊維原料課が国内外のネットワークを

通じて調達した高付加価値原料をブラン

ディングし、製品の差別化提案に生かす

「原料・製品連携プロジェクト」も6年目

を迎えた。2018年度からは、ファッション

アパレル部門の「商いの次世代化」の一環

として、「環境配慮型素材などの主導権

を持った原料起点のバリューチェーン構

築」を掲げ、国内外のさまざまな企業との

コラボレーションを加速させ、伊藤忠商

事が主導権を発揮し得る独自素材の拡充

に取り組んできた。「マテリアルラボ」を

テーマに掲げ、「環境配慮」、「機能」、「新技

術」の３つを軸に展示した2020年春夏展

では、これまでセレクトショップなどで

高い評価を得てきた「原料・製品連携プロ

ジェクト」の商材に加え、提携先のグロー

バル企業などもブースを構え、提案のバ

リエーションを広げた。

サーキュラーエコノミーの実現をめ

ざす「レニュー」は2019年3月、インター

テキスタイル上海のパートナー企業の

ブースで初披露されたが、「レニュー」と

して本格的にブースを構えたのは本展が

初めて。膨大な廃棄物を生み出している

ファッション産業に対して、さまざまな

解決方法を提案することを目的に立ち上

げたブランドで、古着や製造工程で生み

出される残布などを精製したリサイクル

ポリエステルを使用し、中国、ベトナムな

どの生産背景で開発した生地や製品を展

示した。既に中国、アジアを中心とする川

上、川中企業からの協業提案に加え、複数

の大手スポーツブランドからも問い合わ

せがあり、9月にパリで開催される「プル

ミエール・ヴィジョン・ヤーン」への出展

で、世界の大手リテーラーとのコンタク

トを強化する構えだ。

昨年度の資本・業務提携関連では、フィ

ンランドの森林業界大手メッツァ・グ

ループ（Metsa Group）と共同で開発中の、

製紙用パルプを原料とする環境配慮型セ

ルロース素材「メッツァ・リヨセル(Metsa 

Lyocell）（仮称）」のコンセプトなどを動

画やパネルで展示。現在、パイロットプラ

ントを建設中で、年内の稼働をめざして

いる。その隣には、山東如意科技集団と共

同出資した米国ライクラ社（The LYCRA 

Company）が出展。スパンデックス繊維

「ライクラ（LYCRA）」をはじめ、「ライクラ

T400」、「クールマックス（COOLMAX）」、

「サーモライト（THERMOLITE）」などを

使った製品を数多く展示した。このほか、

中国ウォルト社もブースを構え、フット

ケアブランド「プラスエムディー（+MD）」

や、開発中のウェアラブル製品などを展

示した。

各分野のプロフェッショナルが
「商いの次世代化」を具現化

--------------------------------------------------

ファッションアパレル課のブースで

は、中国のパートナー企業が開発した

特殊加工を施し、ソフトな風合いと上

品な光沢を実現した「クリーンフィール

（CLEANFEEL）」や、コットンのような風

合いを実現した改質ポリエステル繊維

「エス・ピー・シー・ピー（SPCP）」を使っ

たカットソーなどを展示。天然繊維では、

ウールの持つ吸湿性や防臭性を生かし、

エレガントな風合いを持つ「メリノオプ

ティモ（MERINO OPTIMO）」使いを中心

に、夏にこそ活躍するサマーウールを紹

介。さらに、インドの超長綿の最高峰とい

われる「スヴィン（SUVIN）コットン」とパ

キスタンでの紡績を組み合わせた提案

や、フランス・ノルマンディ地方のリネン

「テレデラン（TERRE DE LIN）」を主軸に、

欧州産のリネンを使った布帛やニット製

品を展示した。

ファッションアパレル部門では、繊維

原料課を中心に、国内外の原料分野に積

極的な投資を行っているが、これらの原

料を国内のアパレル、セレクトショップが

求めるファッションアイテムに落とし込

む役割を担うのが、ファッションアパレル

課だ。過去５年間の「原料・製品連携プロ

ジェクト」を通して、独自の素材調達力と、

感度の高い国内マーケットに向けた製品

の企画、開発力を組み合わせた垂直統合

型の提案が、取引先からも高く評価され

てきた。同部門にはファッションアパレ

ル課以外にも、スポーツ、インナー、ジー

ンズ、ワークウェアなど、各分野のプロ

フェッショナルを擁する製品部隊がある。

さらに、中国・アジア地域に広がる優良な

生産背景もある。部門の掲げる「原料起点

のバリューチェーン構築」に向けて、こう

した垂直統合型の提案力をさらに強化し、

グローバルにビジネスを拡大することで、

「商いの次世代化」を具現化していく。

1. 2020年春夏展は、「マテリアルラボ」をテーマに「環境配慮」、「機能」、「新技術」の3軸で提案　2. サーキュラーエコノミーの実
現をめざす「レニュー」。新たな切り口のソリューション提案に問い合わせが相次いでいる　3. 中国パートナー企業の特殊加工技術
を用いた「クリーンフィール」。セルロース繊維を分子レベルで改質するため洗濯後も効果が持続する

1. 足から健康をサポートするフットケアブランド「プラスエムディー」のニットアッパーシューズ　2. 靴下の製造技術を生かした
シームレスウェアは、スポーツブランドなどに採用されている　3. 靴下専用の超高速インクジェットプリンター「GINGA」は、6
月末に開催された国際繊維機械展 ITMAでも注目を集めた

1.

1.

3.

3.

2.

2.

伊藤忠商事ファッションアパレル部門2020年春夏向け展示会

垂直統合型の提案をグローバルに拡大

足回りから人を健康に
工場の自動化も推進

― Walt Technology Group（ウォルト
社）の概要を教えてください。

靴下のOEMメーカーとして1991年に
米国ユタ州で創業しました。現在は中国
浙江省海寧市に本社を置き、米国、中国、
カンボジアなど計6工場で、年間約4億
足の靴下を生産しています。

近年は、靴下の製造技術を生かした製
品の開発にも注力しており、シームレス
ウェアやフットケアブランド「プラスエ
ム デ ィー（+MD）」の ニット ア ッ パ ー
シューズの開発にも力を入れています。
これまでは米国向けが中心でしたが、今
回の出展を機に日本市場にも進出したい
と考えています。

― 「プラスエムディー」ブランドを 

立ち上げた経緯は。
10年ほど前に米国で糖尿病患者の方

から問い合わせを受け、ケアソックスの
開発に乗り出したことがきっかけでし
た。医療関係者に相談しながら、締め付
けず、履き心地の良いソックスを開発し
たところ非常に好評で、その後「プラスエ
ムディー」ブランドとして米国のドラッ
グストアやECなどで販売しています。日
本市場でも年内には展開を開始したいと
考えており、現在、パートナーである下北
沢病院や伊藤忠商事にも協力を仰ぎなが
ら、準備を進めているところです。

― 工場の自動化も進めています。
理論上では、工場を自動化・省人化す

れば、消費地に近い場所に工場を置くこ

とも可能になります。さらに、ECなどの
販売データと連携することで、お客様の
ニーズを即座に商品開発に反映するな
ど、パーソナライズ対応も可能になりま
す。特に靴下は工程が比較的少ないため
自動化しやすいという利点があり、現在
100台ずつの自動化ユニットを米国と中
国に準備中で、今夏にも稼働予定です。

さらなる自動化・省人化に向けて、今
後は、糸染め業者とのデータ連携や超高
速インクジェットプリンター「GINGA」の
活用も検討していきたいと考えていま
す。先日、国際繊維機械展 ITMA（イトマ）

で「GINGA」を展示したところ、工程短縮
やサステナブルの観点で注目され、手ご
たえを感じています。

― 今後の展望をお聞かせください。
足は、体の健康を維持するための重要

な役割を担っています。台湾のR&Dセン
ターでは、ウェアラブル技術やセンサー
などを用いた歩行計測アプリやGPS搭載
シューズの開発なども進めています。今
後も「足回りから人を健康にする」ための
商品を数多く開発していきたいと考えて
います。

Walt Technology Group CEO

ケン・ウォン氏
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今を見る、
次を読む

FASHION
ASPECT

全体
LINE世代：22-26歳 ハナコジュニア世代：27-31歳（学生は除く） プリ下世代：32-36歳（学生は除く）
プリ上世代：37-41歳（学生は除く） 団塊ジュニア世代：42-47歳（学生は除く） ばなな世代：48-53歳（学生は除く）
ハナコ世代：54-59歳（学生は除く） DC洗礼世代：60-66歳（学生は除く） 団塊世代：67-72歳（学生は除く）

n=1,980
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本レポートについてのお問い合わせは、伊藤忠ファッションシステム（株） info.press@ifs.co.jpまで。

伊藤忠ファッションシステム（株） ナレッジ開発室 室長　小原 直花

21世紀型ライフスタイル

楽しい！で関わる・転じる・広がる暮らし

21世紀に入って20年、社会・情報環境が多様化、フラット化する中で、暮らし方はどのように変化しているのか。伊藤忠ファッションシステム株式会社（以下、ifs）では定期
的に生活者リサーチを行っているが、今回は「21世紀型ライフスタイル」を捉えるべく、「生活先行層」にフォーカスし、彼らの価値観・行動を探った。その共通項から見えてき
た「21世紀型ライフスタイル」に欠かせない要素を紹介する。

今捉えるべき 「生活先行層」とは
--------------------------------------

今回リサーチした「生活先行層」とは、

昨今の働き方改革や、生活者ニーズとそ

の行動実態から以下の条件とした。

― 公私共に能動的に活動を行っている

― 本業以外に、自身の関心事・好きを核

に置き活動をしている

― 自らが主宰者となって人が集まる場

や活動を展開している

かつて、自らが主宰者となって活動し

ていた人たちは、声高にそれをアピール

し、その会自体がヒエラルキー型で運営

されていた。今回会った主宰者たちは、

そうしたアピールをしない分、一見する

と“普通”に見えるかもしれない人が多

いという印象を受ける。彼らは自らが

「興味・関心を持っている」、「好きなこ

と」、「得意なこと」を起点に、自分の目の

届く範囲にそのテリトリーをとどめるの

ではなく、人との関わりを通してそれら

を掘り下げ・押し広げるなど、どんどん

新たなフェーズへと転じていくことを楽

しんでいるようだ。

多様性の見える化・実感で
改めて問われる自分らしさ
--------------------------------------

生活者の価値観を探るため、「普段心が

けていること」を問うた結果（データ１）を

見ると、世代差はあるものの「自分の好き

なこと、得意なことをより深める」がトッ

プに、3位には「自分の好きなこと、得意

なことは何かを探す」が挙がる。この自身

の「好き」、「得意」にフォーカスする背景

には、「多様性の見える化」の影響が大き

いと考えられる。「多様性」という言葉を

耳にすることが増え、リアルな暮らしの

中でもインバウンド旅行者や留学生など

外国人に接する機会も増えているが、「多

様性の見える化」の背景にはやはり、2010

「生活先行層」の動向も、「好き」から始

めた活動が多いため、オン・オフの境界

は曖昧で一見個人的な趣味のようにも

思えてしまうが、人との関わりの中で意

図せずして新たなシーンが生まれ、それ

が仕事に発展するといったケースも見

られる。

また、「生活先行層」の発言からは今の

活動は「業界にとって」、「子育てママに

とって」、「住んでいるエリアにとって」な

ど、自身の「好き・楽しい」のバックボーン

となる環境、置かれている状況にまで範

囲が及んでいることが見てとれる。社会

意識が高いというよりも、「自分たちの活

動をスムーズに進めていくための課題解

決には取り巻く外的要因に必然的に目を

向けることになる」といったステップを

踏んでいる。あくまで自分たち目線であ

り、大上段に構える感覚はない。明確な意

志を持ってはいるものの、柔軟性ある肩

の力が抜けた感覚・姿勢こそが「21世紀

型ライフスタイル」の根幹を成している

と言えそうだ。

モノ・コト・ヒト、さらに、時間・空間と

の関わりが流動的になる中、20世紀的価

値観や世界観はことごとく覆っている状

況だ。そんな中、生活をするための仕事と

は別に（最終的に集約されるケースも含

め）、他者と関わりについて新たな試みを

始めるような活動が活発になっている。

しかも、以前のような閉じたコミュニティ

ではなく、その都度さまざまな人が行き

交い、内容も変化していくようなオープ

ンな場が生まれている。そんなヒトとの

関わり・時間の使い方がこれからの暮ら

し方の一端を象徴すると考えられる。

よく、「モノ離れが進んでいるからコ

ミュニティの提供をしなくては」といった

マーケティング課題が聞かれるが、それ

以前に20世紀型から21世紀型へと生活

者の捉え方そのものを脱皮させることが

最低限必要になるのではないだろうか。

年代のスマートフォンやSNSの浸透が

大きいと言えよう。多様なヒト・モノ・コ

ト・サービスと接触する中で、他人が何を

しているかを常に目にすることになる。

そこから、あらためて自分自身の存在、あ

り方に向き合う機会もまた多くなってい

る。成功像やライフスタイル像がどちら

かといえば一様であった20世紀・成長社

会においては、暮らし方も価値観の持ち

方も、一つのモデルを考慮していればそ

れで良かった。しかし、成熟社会といわれ

る今、さらに選択肢はとてつもなく多く

なり、その取捨選択は個人に委ねられて

いる。つながりを前提とした環境の中で、

「大切にしたいものは？」、「心地よいもの

は？」、「最適なものは？」など、モノ・コ

ト・サービス・関わるヒトの選択基準を、

単に自分だけでなく、自分と身近な他者

の関係性から考える必要性も出てきてい

る。また一つの解に決めることでもなく、

その時々の最適さ心地よさを求めるな

ど、状況に応じて変わることも当然のこ

ととされる。

フラット化による逆転・
流動化するプロセス
--------------------------------------

また、モノ・コトの価値のヒエラル

キーが存在していたころは、物事が上か

ら下へと一方向に流れていたが、デジタ

ルツールの進化により、 モノ・コト・ヒ

トとの関わり方はそれぞれが水平関係に

なっている。20世紀の常識として確立し

ていた物事のステップも、枠組みも一様

ではなく、売り手と買い手が相互浸透し

ているケースも少なくない。例えば、フ

リマアプリなどを活用してモノを売る生

活者がその場で買い手にもなっていると

いう（20世紀の線引きで見ると）境界線

が曖昧な状況は、モノの売買だけでなく、

あらゆるシーンで生まれており、生活者

の行動プロセスもまた逆転・流動化して

きている。

データ1： 
普段心がけていること

自分の “ 好き・楽しい”が人の好き・楽しいとシンクロし、また誰かの
好き・楽しいとシンクロする中で、少し新しい自分の楽しいに気づき、
またそこで誰かの好き・楽しいとシンクロしていく。人の好き・楽しい
との出会いの力に連れ出され、少しずつ自分の好きの領域が移動
しながら人の好きの領域につながっていく中で、それぞれの好き・楽
しいが関わり合いながら次のフェーズへと続いていく

〈今回ヒアリングした「生活先行層」の
プロフィールの一例〉

▪ベンチャー企業役員／プリクラ上世代・男
性　⇒「花」好きで、どんな人にも花を身近に
感じてもらいたいと花をいける会主宰。ただ
し、敷居を低くするため飲み会形式に。オーガ
ニックやフィンガーフードなど話題の食を介
しネットワークが広がる　⇒花材を仕入れる
たびに市場の流れに疑問を持ち…。

▪編集業／プリクラ下世代・男性　⇒　「本」
好きが講じて、事務所兼寄贈図書室をオープ
ン　⇒拠点を持っていることで周囲の人が集
まり、たまたま引っ越した先が消滅限界都市
だったこともあり、地域のことを皆で考えるこ
とに　⇒さまざまな分野からゲストを招き定
期的にイベントを開催。皆で地元の食材を食
べながら対策を練るように…。

▪ IT企業勤務／ LINE世代・女性　⇒「ファッ
ション」好きで、海外の貧困層の子どもたちに
もファッションを楽しんでほしいと有志を募
りファッションショーを開催　⇒アパレルや
専門学校にも呼びかけ規模を大きくする　⇒
貧困層の雇用を生む方法を考えたい…。

▪エンタメ系企業勤務／プリクラ下世代・女
性　⇒「ダンス」好きで、有職ママでもダンス
を楽しみたいという思いから、ダンス好きマ
マたちが交代でベビーシッターを担うダンス
レッスンを開催　⇒家族で参加できる季節イ
ベントを定期的に開催　⇒地域イベント参加
依頼がくる　⇒育児ママでも気兼ねなくダン
スが続けられる仕組みがつくりたい…。

〈「21世紀型ライフスタイル」に欠かせない要素〉

〈自己の考え方〉
⃝すべて自分の時間＞オン・オフを分ける
・オン・オフ、公私などの概念が希薄。全て 

自分の時間
・効率を重視するからこそ、「無駄に思える 

ようなたわいもない時間」が人の豊かさを 
つくると捉える

⃝皆で＞自分が
・自己主張、一人勝ちといった価値観は希薄
・誰かと一緒に何かをすることを前提
・自分でできないことは得意な人に任せる
・皆の中心にいることにこだわらない。

仕切り屋は逆にダサい
・人が楽しむのを見るのが好き
⃝行動する＞考える
・正解が分からない時代だからこそ、

頭で考えるより動くことに注力
⃝流動的＞固定的
・◯◯な人、◯◯な集団と括られることに忌避感

〈他者との関わり〉
⃝オープン＞クローズ
・情報に対しては、アウトプットがインプット 

をつれてくるとみなす
⃝“好き・楽しい”でつながる
・“好き”の発信がきっかけで関わりが生まれる。 

つながりがつながりを生んでいく
⃝関わりが活動に転じる
・お互いの“好き”の関わりで、自然に新たな 

楽しみ方が生まれ、発展していく
・個人の趣味的な行為でスタートしたとして 

も、結局人と一緒に取り組む活動に発展する 
ことも

〈活動の考え方〉
⃝リアルにシェアする時間を持つ
・オンライン上の情報交換ではなく、リアルな 

人間的付き合いや感情の共有・交換から次 
なる展開が生まれやすい

⃝気軽さ優先＞明確な目的・成果
・自分の“楽しい”を人にも楽しんでもらいたい。 

知ってもらうきっかけをつくりたい
・人をつなげることが好き
・結果は後付けで構わない
⃝結果誰かのためになる
・自分のいきいき気分が周囲のいきいき気分 

につながると考えている
・動いていると新たな課題が見えてくる
・発想は同じ境遇、関わる業界のためにつながる
・まわりまわって最終的には自分のためにもなる
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